
東北農業研究 (Tohoku Agric Res)47, 33-34(1994)

水 稲 無 代 か き 作 溝 直 播 栽 培 技 術 の 確 立

第 2報 雑草発生相の解明

山下  亨・加藤 賢一・工藤  篤 。今野  周・武田 正宏

(山形県立農業試験場)

Rice CultivatiOn Techniques with Direct Sowing after Making Ditches on Unpuddled Field

2  Emergence and gro、 vth habits of weeds growth phase

Tooru YAMASHITA, Kenichi KAⅢ ■ Atushi KuDO, Shu KoNNo and Masahiro TAKEDA

(Yamagata Prefectural Agricultural Experilnent Station)

1 は じ め に

山形県では,1991年から湛水土壌中直播の欠点を補い
,

かつ,よ り省力的な「無代かき作溝直播」栽培の技術開発

に取り組んでいる。直播栽培の技術確立には,特に雑草の

防除が重要視される。そこで,本報では,代かきをしない

直播栽培の雑草の発生相の検討を行った。

2試 験 方 法

0)試験実施年次及び実施場所 :1991～ 1993年

山形農試ほ場 (細粒灰色低地土)

(2)供試品種 :ど まんなか

(31 播種方式

表 5 各年次の播種作業形態

年次 耕起御 機械) 作溝方式 溝深さ価) 播種方法

表 1に耕起時の越年生雑草の発生本数を,ま た表 2に 播

種後59日 目における残草調査結果について示した。耕起時

には越年生雑草のスズメノテッポウが優先種となっており
,

特に無代かき作溝直播においては一部が残存した。 しかし

ながら,6月 下旬までには枯死するために水稲の生育,収
量に対する影響は少ないものと思われた。

② 溝の形状と雑草の関係

雑草の葉令の推移について表 3に示 した。ノビエ,ホ タ

ルイともに湛水土壌中直播に比べて葉令のばらつきが大き

かった。これは,雑草の発生部位の差異 (溝 の 凹 凸,そ
の中間部)に より水温,地温などに差が生ずるためと推察

された。

図 1に は作溝の凹凸部位別にみた発生雑草の構成につ

いて示 した。作溝の凸部においてはイネ科雑草のヒエ類

が優先種となリー方,凹 部では水生雑草であるホタルイ

が優先種となっていた。また,作溝の崩壊程度のちがいに

よる発生分布をみると,図 2で示 したように作溝高低差の

小さい地点ではホタルイが,高低差の大きい地点では, ヒ

エ類が優先種となっていた。また,全般に 凸 地点,高低

表 1 耕起時の越年生雑草の発生本数

1992年 アップカットロータリ 醐 り方式 10 条播
1993年 ドライプハロー 鎮圧方式  10  条播

14)供試条件 :代かきをしない「無代かき直播Jと 代か

きを行った「湛水土壌中直播」を比較した。

(5)除車体系 :除草剤処理区 :ピ ラブレー ト粒剤 (300

g/a 播種後8日 )十 ジメピペレート・ ベンスルフロメ

チル粒剤 (300g/a 播種後18日 )及び無除草区

3 試験結果及び考察

に)耕起と雑草の関係

表 2 雑草調査

1991年 ロータリ ―   ―  散播(動散による)

(g/ば ,1991)

(本/ば,199157)

スズメノ  スズメノ

テ ッポゥ  カタビラ

３２

“

‐８

０８

０６

２６

‐２

６

一

‐２

“

３８

‐２

５４

８

区   名    ノビエ コナギ ホタルイ  スズメノテッポウ広 葉 合 計

無代かき作溝
無除草区

処 理 区

湛水土壌中直播

無除草区
処 理 区

40
t

17
t

18
t

164
44

117
02

―-33-―



東 北 農 業 研 究 第 47号  (1994)

播種後日数

+0
+11

+20

+33

雑

ノ ビ エ

草

ホタルイ

未

始

05-15
21～28

表3 葉令推移 (無代かき無除草D (1992) 差の大きい地点 (崩壊していない地点)は ,凹 地点.高低

差の小さい地点よりも雑草量が多い傾向がみられた。これ

は,処理区,無処理区ともに同様の傾向であった。 これら

の要因として無代かき作溝直播の場合,日減水深が大きい

ことにより,凸 部では土嬢表面が水面上に出やすいこと

などが考えられた。

4 ま と め

無代かき作溝直播栽培においては,従来の湛水土壌中直

播に比較して,①作溝部位などにより草種別の発生分布が

異なること,②雑草の発生時期がばらつくこと,③減水深

が大きくなること等を留意して除草体系を組み立てること

が必要である。

未

0 5～ 1 0

08-2 3

25～31

表4 日減水深調査結果 (縦浸透) (co1/day)

播種日～+10 +11～ +20

無代かき作溝直播   0～ 20 0-18
湛水土壌中直播     O      o～ o5

囲 1
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口 3

日 4

国 5

ノ ビエ

ケイヌビエ

コナギ

その他

ホタルイ2%‐イ。
 (343g)

凹地点の発生分布

25% (795g)
凸地点の発生分布

(無除草区 残草総量 :569g/ピ )
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図 1 凹凸形状部地点の発生量

0%
6%
1%

作溝崩壊度別の発生分布 (処理区 残草総量 :2248/ご )

回 1 ノビエ

ロ 2 ケイヌビエ

ロ 3 コナギ

ロ 4 その他

図 5 ホタルイ作溝高低差の小さい地点

図 2
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作溝高低差の大きい地点
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